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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
五
十
年
目
の
謎
解
き
） 
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「
公
立
高
が
、
二
年
連
続
夏
の
決
勝
に
行
く
な
ん
て
奇
跡
で
す
よ
。 

セ
ン
バ
ツ
に
も
出
た
ん
で
す
よ
ね
。
尼
西
高
の
強
さ
の
秘
訣
は
何
で
す
か
」 

 
 

兵
庫
県
高
野
連
の
会
合
で
、
若
い
指
導
者
が
、
会
長
の
ジ
ン
に
声
を
掛
け
て
来
た
。 

「
尼
西
高
を
モ
デ
ル
に
チ
ー
ム
作
り
を
し
た
が
、
い
ま
い
ち
強
さ
の
分
析
が
出
来
な

い
の
よ
」
ジ
ン
は
正
直
に
応
え
た
。 

「
会
長
自
身
が
選
手
で
甲
子
園
に
出
た
の
に
？
」 

不
思
議
そ
う
な
顔
が
返
っ
て
来
た
。 

 

「
創
立
五
年
目
の
尼
西
高
が
、
な
ぜ
九
人
で
甲
子
園
に
行
け
た
の
か
。 

五
十
年
前
の
五
期
生
に
ど
ん
な
力
が
あ
っ
た
の
か
。 

ど
う
し
て
尼
西
ミ
ラ
ク
ル
が
生
ま
れ
た
の
か
。 
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そ
の
謎
を
解
い
て
、
後
進
や
後
輩
に
伝
え
る
の
も
、
使
命
だ
ろ
う
」 

 

 
中
学
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
、
今
は
義
弟
（
妻
の
妹
婿
）
の
彼
が
、
高
校
時
代
に
劣
ら

ぬ
情
熱
の
顔
を
し
て
く
る
。
彼
の
手
に
し
た
珈
琲
は
と
っ
く
に
冷
め
て
い
た
。 

 

「
謎
解
き
の
カ
ギ
は
ト
ビ
さ
ん
だ
ろ
う
な
。
七
人
が
大
庄
西
中
だ
か
ら
。
何
か
仕
掛

け
が
あ
る
筈
や
」 

「
お
前
、
主
将
や
か
ら
先
生
に
電
話
し
て
よ
」 

私
は
、
御
年
九
十
歳
の
大
庄
西
中
学
の
恩
師
、
ト
ビ
さ
ん
に
ラ
ン
チ
を
約
束
し
た
。 

当
日
、
ジ
ン
に
気
合
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
準
備
し
た
メ
モ
で
分
か
っ
た
。
彼
は

さ
っ
そ
く
、
謎
の
核
心
に
迫
っ
た
。 

「
先
生
は
、
七
人
全
員
が
西
高
に
入
れ
ば
、
甲
子
園
に
行
け
る
と
思
わ
れ
た
の
で
す

か
」
と
切
り
出
し
た
。 

「
ふ
ー
ん
、
甲
子
園
は
考
え
て
な
か
っ
た
な
」 
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先
生
は
天
井
を
見
た
。
暫
く
し
て
、 

「
た
だ
、
お
前
達
が
ま
と
ま
れ
ば
、
Ｈ
高
と
闘
え
る
公
立
高
が
、
出
来
る
か
も
知
れ

ん
と
は
思
っ
た
な
」 

 

中
学
球
界
の
名
将
か
ら
、
思
い
が
け
な
い
校
名
が
出
た
。
無
敗
神
話
の
〝
逆
転
の

Ｈ
高
”
に
勝
つ
公
立
高
か
。
私
に
は
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
。 

 
 

大
庄
西
中
学
は
三
年
連
続
〝
近
畿
大
会
出
場
”
の
下
馬
評
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

私
達
は
、
予
選
で
あ
っ
さ
り
負
け
た
。 

 

原
因
は
試
合
前
の
口
喧
嘩
だ
っ
た
。
自
論
を
通
す
ば
か
り
で
、
相
手
チ
ー
ム
を
倒

す
よ
り
チ
ー
ム
内
を
論
破
す
る
こ
と
に
精
力
を
使
う
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。 

「
ま
た
始
ま
っ
た
か
」 

主
将
の
私
は
、
成
す
術
を
知
ら
な
い
。 

〝
こ
の
チ
ー
ム
は
ま
と
ま
ら
な
い
”
と
決
め
つ
け
た
。 
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「
あ
の
Ｈ
高
に
勝
つ
と
思
い
ま
し
た
か
？
三
期
連
続
の
近
畿
大
会
の
夢
を
潰
し
た

弱
い
私
達
な
の
に
」
と
ジ
ン
は
、
さ
ら
に
先
生
に
迫
っ
た
。 

「
お
前
達
は
、
勉
強
も
運
動
も
出
来
た
。 

負
け
ず
嫌
い
で
、
誰
で
も
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
た
。 

そ
の
分
、
半
端
な
い
個
性
は
魅
力
が
あ
っ
た
。 

尼
西
高
で
結
束
す
れ
ば
花
が
開
く
か
と
思
っ
た
よ
。 

私
の
夢
の
ま
た
夢
よ
」 

名
将
は
五
十
年
前
を
思
い
出
し
て
笑
っ
た
。 

 

高
一
の
秋
。
二
年
の
ア
キ
さ
ん
一
人
と
、
私
達
一
年
九
人
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。

そ
の
冬
。
武
庫
川
の
土
手
で
事
件
が
起
き
た
。 

 

一
年
の
九
人
が
、
百
人
近
い
大
集
団
の
Ｈ
高
と
衝
突
し
た
の
だ
。 
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「
今
日
は
逃
げ
へ
ん
ぞ
。 

真
正
面
か
ら
行
っ
て
や
る
。 

何
が
中
学
生
や
。 

て
の
ひ
ら
で
払
い
や
が
っ
て
」 

ナ
イ
ン
の
意
気
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
手
が
付
け
ら
れ
な
い
。
中
学
の
時

と
同
じ
だ
。 

 

Ｈ
高
は
野
球
少
年
の
憧
れ
だ
け
に
、
そ
の
反
動
が
大
き
い
。 

 

事
な
か
れ
主
義
の
私
も
行
動
を
共
に
す
る
と
決
め
た
。
衝
突
を
覚
悟
し
た
な
ら
、

見
届
け
役
と
尻
拭
い
は
、
中
学
の
時
か
ら
私
の
役
割
と
決
ま
っ
て
い
る
。 

 

武
庫
川
の
中
間
地
点
へ
急
い
だ
。
一
歩
で
も
二
歩
で
も
先
で
遭
遇
し
た
い
。 

 

闘
争
本
能
の
成
せ
る
業
だ
。 

「
や
っ
た
ぞ
、
う
ち
が
先
や
」 
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阪
急
神
戸
線
を
先
に
越
え
た
。
正
面
に
Ｈ
高
が
迫
っ
て
い
る
が
誰
も
逃
げ
な
い
。 

私
も
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
と
鳴
る
が
不
思
議
と
恐
怖
心
は
な
い
。 

 
―

衝
突―

 
 

 
 

と
こ
ろ
が
大
集
団
の
Ｈ
高
が
中
央
を
開
け
、
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
何
事
も
無
か
っ

た
よ
う
な
静
寂
が
戻
っ
た
。
私
は
、
遠
ざ
か
る
の
を
見
な
が
ら
、
全
く
相
手
に
さ
れ

な
い
こ
と
が
虚
し
か
っ
た
。 

「
野
球
で
勝
っ
て
や
る
！
」 

誰
か
が
叫
ん
だ
。
泣
き
声
に
し
か
聞
こ
え
な
い
。 

「
お
う
お
う
」 

全
員
が
呼
応
し
た
。 

そ
の
時
、
半
端
な
い
個
性
が
か
た
ま
り
始
め
る
の
を
私
は
見
た
。 
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〝
尼
西
ミ
ラ
ク
ル
〟
は
半
端
な
い
個
性
の
結
束
が
カ
ギ
な
の
か…

。 


